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ウィンドウズ98セカンド
エディションの位置付け

ウィンドウズ98セカンドエディションは、昨

年夏に発売されたホームユーザー向けOS「ウ

ィンドウズ98日本語版」のマイナーアップデー

トバージョンだ。この製品にはいくつかの新機

能が搭載されるほか、ウィンドウズ98日本語版

が発売されてからこの1年の間にバージョンア

ップが行われた、インターネットエクスプロー

ラ5やDirectX 6.1、ウィンドウズメディアプレ

イヤーといったソフトウェアの最新版と各種の

不具合が修正されたものが収録される。マイク

ロソフト社では、次期メジャーバージョンアッ

プとなるNTカーネルを採用したホームユーザー

向けのOSを出荷するまでの間、新しい技術や

高品質な環境を提供するため、今後もウィンド

ウズ98をアップデートしていく予定で、今回の

ウィンドウズ98セカンドエディションはその第

一弾となる製品だ。さらに2000年には第二弾

の製品として「コンシューマーウィンドウズin

2000」（仮称）を出荷する計画になっている。

コンシューマーウィンドウズ in 2000はウィン

ドウズ98をベースとした最後のOSとなる予定

で、それ以降のホームユーザー向けのOSはNT

カーネルをベースとしたものになる（図1）。

（画面1）
ウィンドウズ98セカンドエディションをインストールした直後のデスクトップ画
面。チャンネルバーが削除された以外、現行のウィンドウズ98と見た目は
変わらない。

インターネットの機 能 が充 実 ！

これが
ウィンドウズ 98
セカンドエディションだ ！

98年7月25日、インターネット機能を標準装備したホ
ームユーザー向けOS「ウィンドウズ98日本語版」が発
売されてから早くも1年が経とうとしている。その間に、
マイクロソフトではウィンドウズ98と深くかかわるインタ
ーネットエクスプローラ5を発表し、各種の不具合を修
正するいくつかのモジュールを配布した。それらをまと
めてマイナーバージョンアップしたものが「ウィンドウズ
98セカンドエディション」だ。この製品は、ウィンドウズ
2000が登場するまでの単なるつなぎのOSではなく、イ
ンターネットに関する新機能を追加し、ホームユーザー
向けにネットワーク機能を強化した最新OSだ。

緊急レ
ポート

ウィンドウズファミリーのロードマップ（図1） 
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ホームネットワークを重視した
セカンドエディションの新機能

セカンドエディションで追加や変更のされた

点を大きく分けると、インターネットに関する

新機能、マルチメディアサポートの強化、最

新ハードウェア技術への対応、各種不具合の

修正の4点となる。

これらの変更点の中で特に注目したいのが、

インターネットに関する新機能の「インターネ

ット接続共有」だ。これは、1台のPCがイン

ターネットに接続していれば、LANで接続さ

れている他のPCも同時にインターネットを利

用できるようになるというもので、今後ますま

す普及するであろうホームネットワークを考慮

した機能だ。そのほか、インターネット関連で

は、インターネットエクスプローラ5やネット

ミーティング3といった最新バージョンのイン

ターネットクライアントソフトが搭載される。

マルチメディアサポートの強化として、ウィ

ンドウズマルチメディアテクノロジー4.0に対

応し、より高画質で高音質なビデオが再生で

きるようになったウィンドウズメディアプレイ

ヤーとPentiumIIIに対応したDirectX 6.1ラン

タイムを搭載する。

最新のハードウェア技術への対応では、

IEEE1394規格のサポートの強化とUSBモデ

ムのサポートが挙げられる。IEEE1394では、

新たにSBP（Serial Bus Protocol）2に対応

した周辺機器がサポートされる。これにより、

IEEE1394ポートを備えたハードディスクや

CD-R、DVD-ROMなどの接続が可能となる。

また、デジタルビデオカメラの接続もサポート

される。USBモデムのサポートに関しては、

USB Communication Device Class バージ

ョン1.1に対応したモデムが対象となる。これ

は、ウィンドウズ98とウィンドウズNTの両方

のプラットフォームで利用できる共通化された

デバイスドライバー技術であるWDM（Win32

Driver Model）Classで標準サポートされる。

各種の不具合の修正については、2000年問

題を修正した各種のパッチや米国などで話題と

なった「ユーザー登録ウィザード」でハードウェ

ア情報が送信されてしまうバグのフィックスな

どが行われている。このほか、日本語版のみの

追加機能として、IME98 SR1.1が収録される。

なお、英語版のセカンドエディションに搭載

される「WebTV for Windows」は、日本語

版には搭載されない。

セカンドエディションの
提供形態は4種類

ウィンドウズ98セカンドエディションの提供

形態は、対象ユーザー別に4種類に分かれて

いる。今回のバージョンアップは、ウィンドウ

ズ95 OSR2のときのようなOEM供給のみとい

ったことはなく、既存のウィンドウズ98ユーザ

ーにもアップデートパックが提供される。

ウィンドウズ98ユーザーを対象としたものに

は「サービスパック1」と「セカンドエディシ

ョンアップデートCD」の2種類がある。サー

ビスパック1は、2000年問題などの修正モジ

ュールやインターネットエクスプローラ4.01

SP2の不具合修正など、各種の問題点を修正

するパッケージで、新機能は含まれない。これ

は、ウィンドウズアップデートを利用して無償

でマイクロソフト社のウェブサイトからダウン

ロードができるほか、雑誌の付録CD-ROMへ

の添付や有償のCD-ROMサービスなどで提供

される予定となっている。「セカンドエディシ

ョンアップデートCD」は、サービスパック1の

内容にインターネット接続共有機能などの新

機能やインターネットエクスプローラ5などを

追加したもので、こちらは有償のCD-ROMサ

ービスのみで提供される。つまり、現在ウィン

ドウズ98を利用しているユーザーがセカンドエ

ディションで追加された新機能を利用するため

には、セカンドエディションアップデートCD

を申し込む必要がある。

ウィンドウズ95/3.1ユーザーには、「セカン

ドエディションアップグレード版パッケージ」

が店頭などで販売される。この製品はウィンド

ウズ95/3.1ユーザーを対象としたものなので、

ウィンドウズ98ユーザーが間違ってこの製品

を購入しないようにパッケージなどに注意書き

が記載される。また、新規ユーザーには、セカ

ンドエディションをプレインストールしたマシ

ンや「スタンダード版パッケージ」などが店頭

で販売される。

なお、現在のところ、それぞれの製品の価格

や出荷開始日については未定となっているが、

夏から秋にかけて出荷されるのではないかとの

見方が有力だ。

ウィンドウズ98セカンドエディションの
おもな新機能と変更点

・インターネット接続共有

・インターネットエクスプローラ5

・ウィンドウズメディアプレイヤー

・Direct X 6.1

・IEEE1394サポートの強化

・USBモデムのサポート

・2000年問題などの不具合修正プログラム

対象ユーザー 製品名 製品内容 提供形態

ウィンドウズ98 サービスパック1 2000年問題などの ウィンドウズアップデート

ユーザー 不具合修正 からのダウンロード

CD-ROMサービス（有償）

雑誌CD-ROMへの添付

セカンドエディション サービスパック1の CD-ROMサービス

アップデートCD 内容とインターネット （有償）

接続共有などの新機能

ウィンドウズ セカンドエディション ウィンドウズ95/3.1 店頭などで販売

95/3.1ユーザー アップグレードパッケージ からのバージョンアップ

新規ユーザー セカンドエディション ウィンドウズ98 店頭などで販売

スタンダードパッケージ セカンドエディション

プレインストールCD フルバージョン
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インターネット接続共有で
モデムがダイアルアップ
ルーターに変身

ウィンドウズ98セカンドエディションの新機

能の中で一番の目玉となるのが「インターネッ

ト接続共有」だ。最近では一般家庭にもPC

が普及してきたので、家族で複数のPCを所有

する家庭も多く、イーサネットでホームネット

ワークを構築しているといったことも珍しくな

くなった。そのような場面でインターネット接

続共有は威力を発揮する。

モデムやTAを利用した通常のダイアルアッ

プ接続では、それらの機器が接続されている

PCからしかインターネットを利用できなかっ

たが、インターネット接続共有を利用すれば、

ホームネットワークで接続された複数のPCか

ら同時にインターネットを利用できるようにな

る（図2）。簡単に言ってしまえば、インター

ネット接続共有はダイアルアップルーターのよ

うな機能をするソフトウェアだ。

しかも、インターネット接続共有ではモデム

やTAといったシリアルポートに接続する機器だ

けではなく、イーサネットで接続するケーブルモ

デムやADSLモデムなどにも対応している。そ

のため、インターネット接続共有を実行するPC

にイーサネットカードを2枚差し、片方のイーサ

ネットのポートにケーブルモデムやADSLモデム

を接続し、もう一方のイーサネットポートをホ

ームネットワークに接続すれば、1つのグローバ

ルIPアドレスでホームネットワーク内の複数の

PCからインターネットに接続できる（図3）。

これは最近増えてきているCATVを利用した

インターネットサービスなどで有効な機能だ。

通常、CATVインターネットサービスで割り当

てられるIPアドレスは、1契約につき1つであ

ることが多い。そのような場合にインターネッ

ト接続共有を利用すれば、ホームネットワーク

内の複数のパソコンからインターネットが同時

に利用できるようになる。

また、インターネット接続共有を利用してイ

ンターネットに接続できるのはウィンドウズ98

をインストールしたPCだけではない。イーサネ

ットを使ってTCP/IPで通信できる機器ならば

マッキントッシュやUNIXなど、どのようなプラ

ットフォームでもインターネットに接続できる。

なお、インターネット接続共有を利用して

インターネットに同時接続できる台数は5台ま

でに制限されている。

インターネット接続共有の
仕組み

インターネット接続共有では、NA T

（Network Address Translation）、DHCP

（Dynamic Host Configuration Protocol）

サーバー、DNS（Domain Name System）

プロキシーの3つの機能を使って、1つの回線

で複数のPCが同時にインターネットにアクセ

スできる仕組みを提供している。

それぞれの機能を簡単に解説すると、NAT

はホームネットワーク内で利用されるプライベ

ートIPアドレスとインターネットで利用される

グローバルIPアドレスとを相互に変換するもの

だ。この機能により、プライベートIPアドレス

を割り当てたPCからインターネットにアクセ

スできるようになる。通常のNAT機能では、

プライベートIPアドレスとグローバルIPアドレ

スとの対応は一対一となっているため、1つの

グローバルIPアドレスでは複数のPCが同時に

インターネットを利用することはできない。イ

ンターネット接続共有では、このNAT機能を

拡張して、1つのグローバルIPアドレスで複数

のPCが同時にインターネットを利用できるよ

うにしている。

DHCPサーバーは、ホームネットワーク内の

PCにプライベートIPアドレスやゲートウェイ

アドレス、ネームサーバーなどを自動的に割り

当てる。この機能を利用することで、ホームネ

ットワーク内のPCは面倒なネットワークの設

定をせずに済む。また、DHCPを利用せずに

IPアドレスを静的に設定することもできる。

DNSプロキシーは、インターネット共有接

続をインストールしたPCが、LANで接続され

た他のPCなどから出された名前解決の要求を

インターネット上のDNSサーバーに転送する

機能だ。

インターネット接続共有の概略図（図2） プロキシーサーバー 
として利用する（図3） 
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インストールは非常に簡単

インターネット接続共有は、ウィンドウズ98

セカンドエディションを「標準のインストール」

でセットアップした場合には組み込まれないの

で、コントロールパネルの「アプリケーション

の追加と削除」から選択してインストールする

必要がある（画面2）。すると、セットアップ

ウィザードが起動するので（画面3）、あとは

画面の指示に従っていけば簡単にインターネッ

ト接続共有がインストールできる。

インストール後、コントロールパネル内にあ

る「インターネット」のプロパティーを開いて

「接続」のタブを選択すると、「共有」という

ボタンが追加される。

インターネット接続共有の設定は、この「共

有」ボタンをクリックして行う（画面4）。

設定画面は非常にシンプルで簡単だ（画面

5）。「インターネットへの接続方法」の欄は、

モデムやTAを利用している場合はダイアルア

ップアダプターを選択し、ケーブルモデムや

ADSLモデムなどを利用している場合は、ケー

ブルモデムやADSLモデムが接続されているネ

ットワークカードを選択する。「ホームネット

ワークへの接続方法」は、ホームネットワーク

に接続されているネットワークカードを選択す

る。

以上で設定は終了だ。これだけで、ホーム

ネットワーク内のどのPCからもインターネッ

トに接続できる。

（画面2）
インターネット接続共有は追加インストールをする必要がある。コントロールパネルの「ア
プリケーションの追加と削除」から、「インターネット接続の共有」のチェックボックスを選
択してインストールしよう。

（画面3）
インストールはウィザード形式で行われるので、画面の指示に従って必要な項目を選択するだけでネットワークが
設定される。

（画面4）
インターネット接続共有をインストールすると、「インターネット」のプロパティーに「共有」というボタ
ンが現れる。このボタンをクリックすると、インターネット接続共有の設定ウィンドウが表示される。

（画面5）
インターネット接続共有の設定画面はこれだけだ。インターネットに利用している接続先と、ホー
ムネットワークの接続先を選択するだけで自動的にネットワークの設定が変更される。

インターネットの接続にモ
デムやTAなどを利用して
いる場合はダイアルアップ
アダプタを選択する。ケー
ブルモデムやADSLモデ
ムなどを利用している場合
はそれらが接続されている
ネットワークアダプタを選択
する。

ホームネットワークに接続さ
れているネットワークアダプ
タを選択する。
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